
インピーダンス法とは

物質やその界⾯付近の劣化具合・均⼀性を評価する、電気化学インピーダンス法を応⽤した、
太陽電池セルからシステムまでの故障診断を⾏う、これまでとは全く異なるシステムです。

本システムの特徴

こんなことが分かります

本システムのしくみ

システム故障の有無だけでなく、「どの部分が故障しているか？」を
判断することができるため、修理・交換に割く⼿間を抑えることができます。

昼夜を問わず、また配線を繋ぎ変えること無く故障診断することができます。
必要な装置はパワコンに内蔵できるため、初期費⽤を抑えることができます。
測定はわずか数秒で完了し、⾃動化できるため、システムを⽌める必要がありません。

①配線の故障 ②太陽電池の故障 ③電極付近の故障

・半円が横に移動
↓

太陽電池の故障ではなく、
ケーブル等の劣化が原因です。

・半円の軸が時計回りにつぶれる
↓

半導体(特にpn界⾯付近)が
劣化した時に特有の現象です。

パネル出荷前点検にも応⽤できます。

・別の半円の出現
↓

表⾯・裏⾯電極付近が劣化
した時に特有の現象です。
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お問い合わせ： 東京理科⼤学 理⼯学部 電気電⼦情報⼯学科
⽚⼭ 昇 katayama@rs.tus.ac.jp 杉⼭ 睦 optoelec@rs.noda.tus.ac.jp

・測定したインピーダンス情報を、過去の
データベースと⽐較しながら、故障の箇
所・状況を判断する仕組みです。
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試作したパワーコンバータ
（DC-DCコンバータ)

通常のパワーコンバータは太陽電池の直流の電圧を昇圧し，
交流に変換しAC100Vに変換します。本システムではコンバータ
から太陽電池に対して交流を重畳し，このときの電圧と電流の
変動からインピーダンスを算出します。


